
（5年  2月分）

１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

88 101
101 96

74 103
77 103

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

60 107

83 113

47 139

134 95

81 84

125 96

76 110

85 97

115 58

96 103

40 102

27 109

95 111

248 98

107 74

114 95

89 92

102 90

87 116

83 106

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 997,655 573,563 1,571,218 251,208,105

加工野菜 10,455 4,130 14,585 1,334,432

花き

その他

冷凍食品

計 1,008,110 577,693 1,585,803 252,542,537

一般果実 284,134 428,825 712,959 131,828,491

加工果実 195 3,167 3,362 716,400

その他

冷凍食品

計 284,329 431,992 716,321 132,544,891

1,292,439 1,009,685 2,302,124 385,087,428

431,928,254

合計 281,504,267 666,591,695

果
 
 

実

100,869,244 232,697,735

1,249,306 1,965,706

102,118,550 234,663,441

179,385,717

 種       類
数  量 （ｋｇ） 金額（円）

買付 計

野
 
 

菜

127,654,825 378,862,930

51,730,892 53,065,324

1,382

バナナ

1月と同様、レギュラーバナナの中国への輸出の影響もあり、日本向けの輸出は減
少している。円安の影響で単価高で推移。 224 204

実

いちご

２月上・中旬まで全国的に数量的に少なく、単価高で推移し販売品目が少ないた
め、いちごへの期待が高く、果実全体の中心となった。 42

221

サンフジ

青森産主体の入荷。ツルワレ等の下等級も多く、平均単価は安いものの上位等級
の相場は高いままで推移した。 49 282

果

いよかん

２月上・中旬は寒さの影響から厳しい販売であったが、下旬よりみかんが少ないこと
もあり、スムーズに売れ始めた。 57

みかん

和歌山のＪＡ長峰の蔵出しみかん・青島みかんの販売。前年から比べると数量減、
単価高で推移し、販売は順調であった。 76 303

たまねぎ

北海道産はL大中心の流れで安定入荷。例年に比べ単価高で動きは鈍い。
静岡・長崎県産の新玉葱は平年並みの数量、Lサイズ中心。数量不安定・単価高
の影響で取り扱いがしにくい状態

306 109

菜

きゅうり

高知産・群馬産販売。　寒波低温、日照不足による肥大の鈍さから入荷量減少し、
単価も例年より高値推移した。 53 426

123

118

出荷良好。春冬とも要請通り入荷が続いてる状況。
3月に入り気温が15.6°前後まで上がってきているため早期販売をより一層意識。 179 87

キャベツ

主 要 品 目 市  況  の  概  要 入荷数量

野

にんじん

愛知中心販売。低温干ばつにより入荷減少。Ｌ・２Ｌ中心の出荷であったが入荷減・
単価高で動きは鈍い展開 103

だいこん

鹿児島産中心販売。寒波による低温や干ばつにより生育に影響もあり、一時的に
入荷減少の産地状況もあった。入荷減・単価高で推移し、不安定な動向となった。 90

果
実

国内果実の２月の販売はイチゴ・リンゴ・中晩柑中心となり、リンゴは前年に比べ多いものの、正品が少なく価格は保合。イチ
ゴは全国的に前年より数量が少なく高値で推移し、柑橘類はデコポン・ポンカン・伊予柑中心の販売であった。

716 329

241

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表

種類 市  況  の  概  要 入荷数量

1,585

野
菜

寒波の影響を引き擦りながらも、全体的に不安定な相場帯となった。キャベツ・白菜等は安値基調で動いていたが、中旬から
は秋冬作が終盤を迎えて減り始め、相場は上昇傾向であった。果菜類は前月からの断続的な低温による入荷減となり、相場
が高騰していたが、後半にかけて需要が落ち着き反落。全体入荷量は1,585トﾝ（前年比88％）、価格については前年比
101％であった。


